
 

第３次周南市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画策定のための市民アンケート 

 

（１）目的 

本市では、令和７年度から始まる「第３次周南市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」

の策定を進めています。 

本アンケート調査は、次期計画策定の基礎資料とするため、市民の皆さんのごみに

対する意識などを伺うために実施しました。 

 

（２）対象・方法 

市内にお住まいの１８歳以上の方の中から、２，６５５人を無作為に抽出し、無記

名による調査を実施しました。（調査票は、郵送で配付・回収。） 

 

（３）実施期間 

令和６年７月３日発送 ～ 令和６年７月３１日受付〆切（消印有効） 

 

（４）調査の内容 

別紙「市民アンケート調査票」のとおり 

 

（５）回答状況 

 回答者数：１，１６５人（回答率：４３．９％） 

 

 

 



市民アンケート調査票 

 

 

 

（１）あなたの年齢を教えてください。《１つに☑》 

□10 歳代 □20 歳代 □30 歳代 □40 歳代 □50 歳代 □60 歳代 □70 歳代 □80 歳代～ 

（２）あなたの性別を教えてください。《１つに☑》 

□男性 □女性 

（３）あなたのお住まいの地域を教えてください。《１つに☑》 

□徳山地域 □新南陽地域 □熊毛地域 □鹿野地域 □地域区分がわからない 

 

 

 

（４）ごみに関する情報について、ふだんの生活で意識していますか？《１つに☑》 

□よく意識している □たまに意識している □あまり意識していない 

□全く意識していない □わからない 

（５）市が提供するごみに関する情報を、どのようにして入手していますか？《当てはまるもの全てに

☑》 

□ごみカレンダー □ごみ分別方法冊子 □ごみ分別アプリ □市広報 □市ホームページ 

□近所の方に尋ねる □市役所に問い合わせる □市の情報は入手していない 

□その他（                        ） 

（６）ごみに関する情報について、市からの情報提供に満足していますか？《１つに☑》 

□満足している □どちらかといえば満足している □どちらかといえば不満がある 

□不満がある □わからない 

 

 

◎生ごみの水切りについて 

 ※生ごみの約 8 割は水分です。生ごみの水分をしっかり切り乾かせば、ごみの減量につながります。

（方法としては、「野菜くずを新聞紙の上に置いて乾かす」、「お茶がらは水気をしぼる」、「ごみ袋に

入れる前にしぼって水分を出す」などがあります。） 

（７）生ごみの水切りをしていますか？《１つに☑》 

□よくしている □たまにしている □あまりしていない □全くしていない □わからない 

 

問１ あなたご自身のことについておたずねします。 

問２ ごみに関する情報（ごみの分別や減量・リサイクル）との関わりをおたずねします。 

問３ 燃やせるごみの減量化に関する取り組みについておたずねします。 



(市記入欄) 

 ○○○ 
◎食品ロスの削減について 

 ※食品ロスとは、「食べ残し」や、「手つかず食品」（買ったりもらったりしたが食べきれなかった食品）

など、本来食べられるのに廃棄された食品のことです。日本の食品ロスは年間 500 万トンを超えて

おり、これは全国民が毎日おにぎり 1 個分の食品を捨て続けるといった量に相当します。 

（８）食品ロスの問題について、ふだんの生活で意識していますか？《１つに☑》 

□よく意識している □たまに意識している □あまり意識していない 

□全く意識していない □わからない 

（９）「手つかず食品」をごみとして出すことはありますか？《１つに☑》 

□よくある □たまにある □あまりない □全くない □わからない 

（10）「手つかず食品」をごみとして出したことのある方への質問です。出したことがある「手つかず食品」

はどのようなものですか？《当てはまるもの全てに☑》 

□野菜・果物 □保存食品(冷凍食品･缶詰)  □豆腐・納豆 □肉・魚 □主食(米･パン･麺類) 

□お菓子類 □おかず・弁当類 □調味料 □その他（                        ） 

（11）「手つかず食品」をごみとして出したことのある方への質問です。「手つかず食品」を出してしまっ

た理由は何ですか？《当てはまるもの全てに☑》 

□消費期限が過ぎた □賞味期限が過ぎた □見た目が変と感じた □においが気になった 

□食べる機会がなかった □人からもらったが食べなかった □買いすぎて余った 

□わからない □その他（                                   ） 

（12）「食べ残し」や「手つかず食品」を出さないために行っていることはありますか？ 《当てはまるもの

全てに☑》 

□飲食店では食べきれる量を注文 □出された料理は食べきる □料理をつくりすぎない 

□期限の近い食品から食べる □食品は必要な分だけ買う □フードドライブ（余っている食品を 

福祉施設等に寄付） □特に何もしていない □その他（                         ） 

◎生ごみ処理機器の使用について 

（13）生ごみ処理機器を使用したことがありますか？《１つに☑》 

□ある □ない 

（14）生ごみ処理機器を使用したことのある方への質問です。どのような生ごみ処理機器を使用しまし

たか？《当てはまるもの全てに☑》 

□電気式生ごみ処理機 □コンポスト（土の上に設置するもの） □コンポスト（バケツ型） 

□ダンボールコンポスト □コンポストバック □その他（                   ） 

◎雑がみの取り扱いについて … 雑がみ（紙箱や包装紙など）は、資源物（古紙）です。 

（15）燃やせるごみとして出している雑がみがあれば選択してください。《当てはまるもの全てに☑》 

□食品の箱 □贈答品の箱 □封筒 □ティッシュの箱 □ラップの芯 

□トイレットペーパーの芯 □包装紙 □その他（                  ） 

裏面に続きます 



（16）雑がみを燃やせるごみとして出している方への質問です。分別していない理由は何ですか？ 《当

てはまるもの全てに☑》 

□雑がみは「古紙」という認識がなかった □分別するのが面倒 □箱類をたたむのが面倒 

□小さなものをひもで束ねることが面倒 □わからない □その他（               ） 

 

 

◎リデュース（発生抑制）について … リデュースとは、ごみになりそうなものを減らすこと。 

（17）ふだんの生活でリデュースに取り組んでいることはありますか？《当てはまるもの全てに☑》 

□マイバッグ・マイボトルを使う □過剰包装を断る □詰め替え商品を選ぶ 

□使用量に見合った購入量とする □繰り返し使える商品を選ぶ 

□使用頻度が低いものはレンタルする 

□その他（                                          ） 

◎リユース（再使用）について … リユースとは、使える物は繰り返し使うこと。 

（18）ふだんの生活でリユースに取り組んでいることはありますか？《当てはまるもの全てに☑》 

□分別を行い、資源物(衣類など)を分けて出す □リサイクルショップの利用 

□フリマアプリの利用 □バザーやフリマへの参加 □知り合い同士で譲り合う 

□繰り返し使える容器に入った商品を選ぶ 

□その他（                                          ） 

◎リサイクル（再生利用）について … リサイクルとは、ごみを資源として再び利用すること。 

（19）ふだんの生活でリサイクルに取り組んでいることはありますか？《当てはまるもの全てに☑》 

□分別を行い、資源物(古紙、びん・缶類、ペットボトル、容器包装プラスチックなど)を分けて出す 

□汚れたプラスチック製容器包装（食品の容器など）は、どうしても汚れが落ちないものは 

燃やせるごみとするが、基本的には汚れを落とし「容器包装プラスチック」として出す 

□再生品（コピー用紙・トイレットペーパーなど）を選ぶ  

□その他（                                          ） 

◎資源物の出し方について 

（20）資源物（古紙・衣類、びん・缶類、ペットボトル、容器包装プラスチック、その他プラスチック）をどこ

に出していますか？《当てはまるもの全てに☑》 

□市のごみステーション □市の施設（リサイクルプラザ） □地域の資源物団体回収 

□スーパーマーケット等の店頭回収 □民間の資源回収ステーション 

□リサイクルショップ □フリマアプリ □その他（                       ） 

 

 

 

問４ ３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）に関する取り組みについておたずねします。 



(市記入欄) 

 ○○○ 
 

 

（21）今後、ごみの分別や減量・リサイクルのために、市は何を優先的に実施すべきだと思いますか？

《当てはまるものに２つまで☑》 

□ごみのカレンダー・分別冊子の内容充実 □ごみのカレンダー、ごみの分別情報の発信強化 

□家庭で取り組めるごみ減量方法の周知 □３Ｒに関する啓発 □食品ロスに関する啓発 

□資源物回収方法の周知（民間による取り組みのお知らせ） 

□不要品交換イベント □ごみ対策に関する環境教育 □高齢者等のごみ出し支援 

（22）これまでは取り組んでいなかったが、今後、ごみの分別や減量・リサイクルのために、あなたが取

り組みたいと思うことは何ですか？《当てはまるもの全てに☑》 

□生ごみの水切りを行う □生ごみ処理機器の使用 

□飲食店では食べきれる量を注文 □出された料理は食べきる □料理をつくりすぎない 

□期限の近い食品から食べる □食品は必要量を買う □フードドライブへの参加（食品の寄付） 

□マイバッグ・マイボトルを使う □過剰包装を断る □詰め替え商品を選ぶ 

□使用量に見合った購入量とする □繰り返し使える商品を選ぶ 

□使用頻度が低いものはレンタルする □リサイクルショップの利用 

□フリマアプリの利用 □バザーやフリマへの参加 □知り合い同士で譲り合う 

□繰り返し使える容器に入った商品を選ぶ □再生品(コピー用紙・トイレットペーパーなど)を選ぶ 

□ごみの分別をしっかり行い、資源物をリユース・リサイクルする □ 特に何もしない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

問５ 今後のごみ対策についておたずねします。 

問６ ごみの分別や減量・リサイクルのためのご意見を自由に記入してください。 


